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動態管理プラットフォーム(traevo)を活用した持続可能な物流の実現

目的

【WG05B】
動態管理プラットフォーム(traevo)を活用した積載効率の改善と
カーボンニュートラルの実現

[課題・趣旨] 
WG05では、動態管理プラットフォームの普及と活用により荷主企業や運送事業者の
課題解決を実現し、持続可能な物流や公共交通の実現を目指しています。
本分科会（05B）では、運行データと出荷伝票データを連携させ、CO2排出量の可視化、
積載効率の向上、経路の最適化、荷待ち時間の削減等を行い、物流政策パッケージの
実現とサプライチェーン全体でのカーボンニュートラルを目指すことといたしました。

WG05B
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本年度の挑戦：データ自動連携の実現

WG05B 2025年度の取り組み

昨年達成した「手作業での可視化」の仕組みをデジタル化。

「手作業」から「自動連携」へ

動態管理プラットフォーム「traevo」を活用し、
デジタコデータを集約。

商品伝票情報と運行情報を活用し、
CO2排出量の把握と積載効率の値、及び改善余地を可視化。
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実証実験：協力体制と実施フロー

WG05B 2025年度の取り組み

役割 パートナー企業 主な実施内容

荷主企業

実運送事業者

プラットフォーム

KGL 様

鈴与カーゴネット様

traevo

基幹システムからの出荷実績データ(CSV)提供
積地・降地・商品内容・商品重量（荷姿）等

traevo経由での運行データ提供
車両NO・積地・降地・走行距離・走行時間等
車両情報(最大積載重量等)の提供

運行データの標準化と連携
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実証実験：SusLogi連携

WG05B 2025年度の取り組み

現場負荷を排除した設計

１．荷主の出荷実績をCSVでSusLogiへ受領。

２．traevoにより、運送会社ごとに異なる
デジタコであっても運行実績を自動
収集・API連携。

３．SusLogi上で両データをマッチングさせ、
積載率・積載効率・CO2排出量を可視化。

SusLogi（サスロジ）管理画面

・データ統合・可視化：
荷主・運送業者間のデータを突合し、
真の積載効率をリアルタイムに算出。

・レポート＆シミュレーション：
改正法に基づく行政報告の自動化と、
コスト削減に向けた最適化案の提示。
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実証結果：自動連携が実現

WG05B 2025年度の取り組み

データ取得の難易度が比較的易しい範囲における検証を実施
自動連携の正確性を担保。

出荷実績データ 車両情報連携 CO2排出量 traevo連携情報

納入日付 車番 出荷場所ID 出荷場所名 出荷先ID 出荷先名 品目ID 品目名
総重量
(kg)

出荷数量
(ケース) 燃費(l/km) 最大積載重量(kg)

燃費達成
基準年度

燃費法
改良
トンキロ法

積載率(%) 積載効率(%) 実車率(%) 総走行距離(km) 実車距離(km) 空車距離(km)

2025/12/10 XX1531 123静岡工場
50002682
8 東京都内 333251水 12096 960 3.63 13400

平成27年度
燃費基準達成車

0.09886 0.1387 90. 3 73. 2 81.0 342.02 277.2 64.82

2025/11/21 XX1533 123静岡工場 80091252 東京都内 336640ビール 12117.6 648 3.9 13800 0.08127 0.1333 87.8 71.6 81.6 315.21 257.19 58.01

2025/11/26 XX1527 123静岡工場 80091252 東京都内 336640チューハイ 12117.6 648 3.5 13600
平成27年度
燃費基準達成車

0.09056 0.11 89.1 81.6 91.6 331.02 303.24 27.76
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実証結果：見えてきた可視化を阻む「3つの壁」

WG05B 2025年度の取り組み

１．手間/個社対応の壁 2．機密の壁 3．評価の壁

運送事業者ごとに異なる
デジタコデータと、
荷主毎に異なる
出荷実績データを所持。
手作業による膨大な集計工数
の発生や自動化には個社対応
による追加開発が必要な点が、
継続的な可視化を妨げている。

混載便や帰り荷における
他社荷物の「荷主名」「地
点」「量」等を開示すること
は、取引先保護の観点から極
めて困難。
積載効率の把握が難しいもっ
ともの要因。

他社荷物の状況で自社の積載
効率スコアが変動してしまう
ため、荷主にとっては妥当性
を感じられない可能性がある。
社会的には商慣行の改善が求
められている。
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WG05B 今年度の計画

25年度の取組み（2025年7月～2026年6月末まで）
POC1：積載率及びデジタコ連携における積載率・積載効率・CO2排出量を算出

積載効率：デジタコ情報より、以下のような配送をしていると想定

KGL静岡県倉庫

東京都内出荷先

荷積み？荷降し？

実
車

KGL荷物を荷積

KGL荷物を荷降し125km

帰路情報は不明だが、地点間距離から推定すると
残距離約165kmに対し、実車距離は約130km

→ 荷物を積んで走行している可能性が高い車輛倉庫

KGL様より受領したデータ 車両情報連携 CO2排出量 デジタコ(traevo)情報

納入日付 車番 出荷場所ID 出荷場所名 出荷先ID 出荷先名 品目ID 品目名
総重量
(kg)

出荷数量
(ケース) 燃費(l/km) 最大積載重量(kg)

燃費達成
基準年度

燃費法
改良
トンキロ法

積載率(%) 積載効率(%) 実車率(%) 総走行距離(km) 実車距離(km) 空車距離(km)

2025/12/10 XX1531 123静岡工場
50002682
8 東京都内 333251水 12096 960 3.63 13400

平成27年度
燃費基準達成車

0.09886 0.1387 90. 3 73. 2 81.0 342.02 277.2 64.82

2025/11/21 XX1533 123静岡工場 80091252 東京都内 336640ビール 12117.6 648 3.9 13800 0.08127 0.1333 87.8 71.6 81.6 315.21 257.19 58.01

2025/11/26 XX1527 123静岡工場 80091252 東京都内 336640チューハイ 12117.6 648 3.5 13600
平成27年度
燃費基準達成車

0.09056 0.11 89.1 81.6 91.6 331.02 303.24 27.76

物流会社は荷物情報を開示しにくい（荷主が異なるため）
→ しかし「距離情報（※実車・空車走行距離）」だけで荷主は積載効率を推定できる
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新概念：「自社視点積載効率」の提唱

WG05B 2025年度の取り組み

実務に即した方程式

取引先保護と正確な評価両立のため、
独自の算定ロジックを策定

他社荷物の積載率は加味しない。

「自社依頼荷物」と「その日の車両の実車率」
のみにフォーカス。

荷主が自らの改善努力を直接確認できる指標。
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本指標がもたらす価値

WG05B 2025年度の取り組み

11



© General Incorporated Association Transportation Digital Business Conference.

積載効率及びCO2排出量を自動計算するソリューション

考察：共通ダッシュボードが繋ぐ未来

WG05B 2025年度の取り組み
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2026-2027の実証実験について

WG05B 次年度について

引き続き、下記の実証実験に取り組む

13

❶今年度可視化した物流事業者から範囲（2次請け以降、他1次請け）を水平垂直に広げて
可視化が可能かをtraevoを活用しながら実証実験に取り組む。

❷CSVデータで受領した出荷実績データの標準化を目的とし、
伝票電子化サービスとの自動連携の検討

産総研との新しい連携について実施
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動態管理プラットフォーム(traevo)を活用した持続可能な物流の実現

目的

【WG05B】
動態管理プラットフォーム(traevo)を活用した積載効率の改善と

カーボンニュートラルの実現

[課題・趣旨] 
WG05では、動態管理プラットフォームの普及と活用により荷主企業や運送事業者の
課題解決を実現し、持続可能な物流や公共交通の実現を目指しています。
本分科会（05B）では、運行データと出荷伝票データを連携させ、CO2排出量の可視化、
積載効率の向上、経路の最適化、荷待ち時間の削減等を行い、物流政策パッケージの
実現とサプライチェーン全体でのカーボンニュートラルを目指すことといたしました。

WG05B
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WG05B 産総研との連携
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WG05B 産総研との連携
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WG05B 産総研との連携
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WG05B 産総研との連携
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WG05B 産総研との連携
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WG05B 産総研との連携



© General Incorporated Association Transportation Digital Business Conference.

運行データと出荷伝票データを連携させ、
CO2排出量の可視化/積載率・積載効率の向上を目指す
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WG05B まとめ
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一般社団法人運輸デジタルビジネス協議会

https://tdbc.or.jp/
unyu.co＠wingarc.com

荷主が変わらなければ物流ではなく、経済が破綻する
〜運送事業者と荷主とのパートナーシップで解決〜
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